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１ 嘉麻市バス利用状況
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路 線 名
令和３年度
４月～１０月

令和４年度
４月～１０月

差 引 対前年比
《参考》
令和３年度実績

幹

線

路

線

稲築桂川線 9,676人 15,203人 5,527人 57.1%増 17,237人

熊ヶ畑桂川線 23,055人 24,962人 1,907人 8.3%増 38,739人

市内循環線（東回り） 9,590人 11,987人 2,397人 25.0%増 17,515人

市内循環線（西回り） 6,567人 7,096人 529人 8.1%増 11,089人

小 計 48,888人 59,248人 10,360人 21.2%増 84,580人

枝

線

路

線

山田北回線 2,275人 2,195人 △80人 △3.5％増 3,893人

山田南回線 2,056人 1,949人 △107人 △5.2%増 3,351人

嘉穂線 24人 63人 39人 162.5％増 64人

稲築北回線 1,339人 1,352人 13人 1.0%増 2,251人

稲築南回線 1,809人 1,808人 △１人 △0.1%増 3,385人

碓井線 792人 886人 94人 11.9%増 1,393人

デマンドバス 5,904人 7,320人 1,416人 24.0%増 10,114人

小 計 14,199人 15,573人 1,374人 9.7%増 24,451人

合 計 63,087人 74,821人 11,734人 １8.６%増 109,031人

令和4年度4月から10月における嘉麻市バスの利用状況については、前年度同期間比較で、幹線路
線で２１．２％、枝線路線で９．７％、全体で１８．６％の増となっている。

▶ 路線別乗車人数



２ デマンド運行型バスの利用状況

ユーザー登録者数 1,361人

アプリユーザー登録者数 311人

合 計 1,672人

▶ 利用登録者数の推移

▶ 地区別利用実績（各年度４月から１０月までの利用状況）

（令和４年１０月末日現在）

地 区 項 目 運行回数 乗車人数 1日当
運行回数

1日当
乗車人数

山田地区

令和３年度 1,494回 1,691人 8.6回 9.7人

令和４年度 1,734回 1,963人 10.0回 11.3人

差 引 240回 272人 1.4回 1.6人

対 前 年 比 16.1%増 16.1％増 16.3％増 16.5％増

稲築地区

令和３年度 940回 1,023人 5.4回 5.9人

令和４年度 1,569回 1,944人 9.0回 11.2人

差 引 629回 921人 3.6回 5.3人

対 前 年 比 66.9％増 90.0％増 66.7％増 89.8％増

碓井地区

令和３年度 516回 812人 3.0回 4.7人

令和４年度 528回 779人 3.0回 4.5人

差 引 12回 △33人 0.0回 △0.2人

対 前 年 比 2.3％増 4.1％減 0.0％増 4.3％減

嘉穂地区

令和３年度 1,950回 2,378人 11.2回 13.7人

令和４年度 2,149回 2,634人 12.4回 15.1人

差 引 199回 256人 1.2回 1.4人

対 前 年 比 10.2％増 10.8％増 10.7％増 10.2％増

合 計

令和３年度 4,900回 5,904人 28.2回 34.0人

令和４年度 5,980回 7,320人 34.4回 42.1人

差 引 1,080回 1,416人 6.2回 8.1人

対 前 年 比 22.0％増 24.0％増 22.0％増 23.8％増

令和4年度4月から10月までのデマンド運行型バスの利用状況については、前年度同期
間と比較すると運行回数で２２％、乗車人数で2４％の増加となっており、特に稲築地区
での利用の増加と顕著になっている。
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３ 嘉麻市バスフリー定期券の券種追加について
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● 嘉麻市バスフリー定期券とは

嘉麻市バスフリー定期券とは、現在の嘉麻市バス定期乗車券では利用できないデマンド運行型バスの乗車の際に
利用できる定期乗車券

嘉麻市バス定期乗車券には右記の表のとおり、利用者の
年齢、使途及び利用の期間に応じ料金を設定し、継続的に
市バスを利用する際に割安の料金で利用ができる乗車券と
なっている。ただし、当該乗車券はデマンド運行型バスで
の利用ができないため、デマンド運行型バスの継続的な利
用に係る負担軽減や利用の促進を図るため、新たに嘉麻市
バスフリー定期券を追加する。

● 嘉麻市バスフリー定期券の料金設定について

定期乗車券の料金に算定に関しては、国土交通省の通達により「基準運賃額×推定乗車回数×（１－割引率）」と
して示されている。なお、推定乗車回数及び割引率については、事業者が任意に設定することとされているが、合理
的な回数及び割引率を設定することとされている。

嘉麻市バスフリー定期券に係る料金の設定について、既存の市バス定期乗車券の算定をベースとして基準運賃額
をデマンド運行型バスの運賃に置き換えて設定。

●定期乗車券（既存分）
２００円（基準運賃額）✕６０回（１往復/日）✕５０％
＝６，０００円

《算定例：市内・一般・１ヶ月》 既存市バス定期乗車券の算定方法に基づき、フリー定期券料金を算定すると・・・

●フリー定期券（新規追加分）
３００円（基準運賃額）✕６０回（１往復/日）✕５０％
＝９，０００円
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３ 嘉麻市バスフリー定期券の創設について

区 分
市バス定期乗車券 市バスフリー定期券 ※新規追加

市内 市外 市内 市外

大人 中学生以上

一般

1ヶ月 6,000円 11,000円 9,000円 14,000円

2ヶ月 10,000円 19,000円 15,000円 24,000円

3ヶ月 14,000円 27,000円 21,000円 34,000円

通学

1ヶ月 4,000円 7,000円 6,000円 9,000円

2ヶ月 6,000円 11,000円 9,000円 14,000円

3ヶ月 8,000円 15,000円 12,000円 19,000円

《定期乗車券及びフリー定期券の料金体系一覧表》

券 種
路線定期運行

デマンド
市内乗降 市外（桂川方面）乗降

市
内

定期乗車券 〇 × ×

フリー定期券（新） 〇 × 〇

市
外

定期乗車券 〇 〇 ×

フリー定期券（新） 〇 〇 〇

《定期乗車券とフリー定期券の利用区分》

※上記以外に小児料金（上記設定額の半額）や高齢者対象の６ヶ月定期券の設定あり。

フリー定期券の基準運賃額が路線定期運行の基準運賃額を上回るため、デマンド運行型バスとあわせて路線定期
運行についても乗車可能とし、市バスの全てに乗車（市内・市外の区分はあり）できるフリー定期券として設定。
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● 嘉麻市バスフリー定期券創設に伴う効果

► 継続的にデマンド運行型バスを利用する際の負担軽減

► 通学に利用する際に通学等補助金を活用することが可能

► 市バスの利用に応じた割引乗車券等の選択肢が増加

１月あたりデマンド運行型バスを３１回以上利用する場合においては、現金での乗車と比較し割安で利用が可能
となり、路線定期運行との乗換利用等の併用が必要な場合は、さらに負担軽減につながる。

現在、学生の通学に資する定期券購入費用の半額を補助する通
学等補助金事業を実施しているが、デマンド運行型バスには定
期券の設定がなかったため、通学の際に利用する学生において、
通学等補助金の活用ができない状況であった。
新たに、嘉麻市バスフリー定期券の設定により、継続的に利用
する学生においては、通学等補助金を活用することにより、負
担軽減につながる。

市バスの利用頻度、利用目的、利用区間等、様々な利用パター
ンに応じた割引運賃制度の選択肢が増加することで、利用者が
適切な割引サービスを選択できるようになる。

《参考》市バス利用における運賃割引制度

・市バス定期乗車券 利用期間を定めた市バス路線定期運行利用に係る割引乗車券

・市バスフリー定期券 上記にデマンド運行型バスの利用を含めた割引乗車券 （新規）

・回数乗車券 期間の定めがない乗車回数券（1,000円で1,200円分の乗車券）

・通学等補助金 通学定期券の購入費用に対する50％を補助

・高齢者交通支援事業 回数乗車券の１冊追加交付（1,000円で2,400円分）※60歳以上を対象

３ 嘉麻市バスフリー定期券の創設について
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● 嘉麻市バスフリー定期券発行に係るスケジュール

項目 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

交通事業者打合せ

交通会議

運輸支局申請

周知

フリー定期券導入協議

３ 嘉麻市バスフリー定期券の創設について

SNS、広報誌、各所及び車両等チラシ掲示

フリー定期券導入合意

料金設定追加に係る届出

フリー定期券販売開始


